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４月からの来室者は２１７８人。

昨年(3247 人)と比較すると大幅に減少しています。

■１年を通して、来室が多かったのは、①９月 ②６月 ③５月となっています。

内科的な症状では①頭痛②腹痛、外科的な症状では①打撲②すり傷となっています。
ず つう ふくつう だ ぼく

■夏は、暑さで「頭痛」を訴える人が目立ちました。
ず つう

■今年度のコロナ感染者は全校で５３人。インフルエンザは２０１人が感染しました。

インフルエンザの流行により、１１月は学校閉鎖と学級閉鎖、３月にも学級閉鎖を行い

ました。この１年は、コロナに複数回かかる子、コロナとインフルエンザにかかる子や

インフルエンザ A と B に感染する子などがみられました。
■病院を受診したケガは１４件で（昨年は２１件）少し減っています。

３学期、校内で流行がみられたのは、

インンフルエンザですが、その他にもコロ

ナ、溶連菌、胃 腸 炎にかかる子がいました。
ようれんきん い ちようえん

春休み中もインフルエンザなどの感染 症 に
かんせんしよう

かからないように、手洗いをすること、生活リズムを崩して睡眠不足にしないこと、部屋
て あら くず すいみん ぶ そく へ や

の換気や湿度にも気をつけて過ごしてください。
かん き しつ ど す

４月６日の始 業 式に、みなさんと元気に会えるように願っています。
し ぎようしき

「多様な性を学ぶ」
潮小で学ぶ性教育の時間に、今年から６年生にいれた「多様な性」を学ぶ

時間。今は、女性、男性の２つに分けられない性があり、私達の性を決める

には、体、心、好きになる対象、表現方法の４つの要素があること、自分の性に悩んでいる

人がいることを学びました。６年生の感想には、■いろんな性があって色々な人が悩んでい

ること、みんなちがって、みんないいことがわかった。■世界には色々な性があることがわ

かった。見た目と心の性が違う人でも暮らしやすい世界になってほしいと思った。■自分の

思いをちゃんということ、悩んでいる人の話をしっかりきいてあげることが大切だと思った。

・・等の声がありました。今の子ども達は YouTube や TIKTOK 等を通じて、いろんな人がい
ることを知ってはいますが、学校では性教育を通して、子ども達の未来がより幸せな人生に

なるよう体、心、命、生き方を学ぶ時間を今後もつくっていきたいと考えています。


